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5 ．抗利 尿ホ ル モ ン 分 泌 異常症候群 を合併 した未

熟奇形腫の 1例

　　　鈴木　基 正 ，宮 島　雄 二 ，小川　昭正

　　　　　　　 　　　　　　 　 久野 　邦 義

　　　　　　　　　　（安城更生病院小児科）

　　　小 倉　行雄 ，堀 澤 　　実，新實　紀 二

　　　　　　　 　　　　　 （同　小 児外科）

　未熟奇形腫に SIADH を合併した稀 な症例 を

報告 した．症例は 14 歳女児．平成 12 年 4 月頃よ

り腹 部膨満が 出現 した．腹部 CT で 肝右葉下縁

か ら 骨盤内に 石 灰化を 伴 う巨大な腫瘍を 認めた ．

腫瘍マ ーカーは AFPl384   ／副 ，CA125 ，481rU

／1，　N 　S　E63ng ／ml，　C　A 　19−91871L
’
／mlと高値で あ っ

た．腫瘍が 巨大なため，シ スプラチ ン ・エ トポシ ド ・

ブ レ オ マ イ シ ン に よ る 化学療法を 開始 した と こ ろ ，

低ナ トリウム 血症，血 清 ADH 上昇 あ り，　 SIA

DH を発症 した．水分制限や高張 食塩水輸液 に よ

る治 療で は 改善 しなか っ た，7 月 11 日に腫瘍摘

出術 を施行 し ，術後すぐ に S 工ADH が 改善 した，

病理 所見 は 左卵巣原発 の 未熟奇形腫 grade 　H で

あ っ た．術後に 術前と同様 の 化学療法 を施行 した

が， SIADH の 再燃は み ら れ なか っ た．経過よ

り未 熟奇形 腫が 異所性 ADH を産 生し て い た 可

能性が 考え られ た．

6 ．膵 島細胞症の 1例 を経験したの で報告する

　　　　　鴻村　　寿，酒井　華澄，安 出　邦彦

　　　　　　　　　　 水 津　　博，二 村 　敦 朗

　　　　 　　　　（国 立療養所長良病院小 児外科）

　症例 は生 後 1 ケ 月女児．在胎 36 週 5 凵，3314

g にて 出生 ．生後 1 日目に無呼吸発 作 と著明 な低

血糖 13mg ／ d1と高イン シ ユ リ ン 血症 25．5mU

／ m1 を認め た．3 日目に サ ン ド ス タチ ン 開始．

29 日目 に ジ ア ゾキ サ イ ド開始す る も効 果 な く，

当院転院とな る．生化 学検査にて 低血糖 と高イン

シ ュ リン 血 症 を認め たが ，ケ トン体 増加 は 認 めず．

画像上膵 に著変 な し，以上 よ り膵島細胞症を疑 い ，

46 凵 目に手術施行，術中所見 で は 膵臓 に形態的

な 異常は な く，切除線は 総胆管左 縁 の 約 85 ％ 切

除 と した．病理所見で は抗 イン シ ュ リン 抗体染色

にて ラ 氏島以 外に も イ ン シ ュ リン を分泌す る 腺房

細胞が瀰漫 性に 認 め られ たた め，膵島細胞症 と確

定診断 され た．術後 イ ン シ ュ リン は低下し，血糖

も安定化 し，経過は 良好で あ る． しか し，遠隔 期

に 低血 糖発作再発や 逆に 糖尿病 とな る例が 知 られ

て お り，長期の 経過観察が 必 要 と思 わ れ る．

7 ．

　症例 は 2 歳 の女児，

目的 にて 入 院 した ．

の 性 早熟を示 し，右 ヒ腹部に 腫瘍を触知 し 亡 た ．

血 中 estradiol ，　 testosterone，尿 中 17 − KS は 高

値で あ っ た。副腎性器 症 候 群 を伴 う右副腎皮質 腫

瘍 と診 断 し腫 瘍摘 除術 を施行 した．腫瘍は浸潤 は

な く全摘可能で ，組織所見では 副腎皮質癌 と診断

され た．化学療 法は施行せず経 過 観察 し て い た が，

術後 11 カ 月 目に肝 S6 ，7 の 2 カ所 に転移性腫 瘍

が 出現 した．2 カ所の 腫瘍摘除 には 犠牲 にす る正

常肝部分が 多い こ とか らエ タ ノール注 入療法 （P

EIT ） を選択 し，全身麻酔 下に 生検 お よび PE

IT を施行 し た （計 3 回）．　 PEIT 後腫瘍は次第

に石灰化 を伴 っ て 縮小 し，現在転移後 2 年 5 カ月

経過 し健在で ある．

肝転移巣に 対し エ タノール 注入療法 を施行し

た小児副腎皮質癌の 1例

　　　原 普二 夫，岸川 輝彰，冨重 博
一

　　　西川　　宰，西田　純久．金剛む つ み

　　　　 　　　（藤田保 健衛 生大学 小児外科）

　　　　 　　　 恥 毛 お よび陰核肥人の 精査

　　　　　　　発 育促進 お よ び Tanncr2 期

8．肛 門周 囲 原発横紋筋 肉腫 の治療経験

　　　　　渡辺　芳夫，安藤　久責，瀬尾　孝彦

　　　　　勝野 　伸介，丸 井　祐二 ，小 野 　靖之

　　 　　　　　　 　（名古屋 大学大学院小児外科 ）

　 （目的）肛 門周 囲に発生 した横紋筋肉腫は報告 が

少 な く，治療方法に 一
定 の 見解が な い．肛 門拳筋

に浸潤 した横紋筋肉腫 2 例 の 治療方法比較検討 し，

さ らに文献的に考察 を した の で 報告す る． （方法）

症 例 1 ： 手 術時 7 歳男児，
一

期的 に 8．5 × 5．Ocm

の 腫瘍を 切除 し，そ の 後に外照射 と化学療法を行

な っ た．症例 2 ：手術時年齢 17 歳女性，術前化学

療法 を施行 し，腫 瘍が 縮 小 後，Po9．　terir　Sagittal

APprDach で 腫瘍の 全摘 と術 中開創照 射 を行な っ

（319 ）
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